
養鶏飼料配合基準設定試験，．∵  

汚 水 調 艮 孝
義
 
 

正
∴
伝
 
 

内
 
苗
小
 
 
 

段
 
宍
 
 

1．■‥邑  約   

蕃鵜飼斜は輸入飼料により佃格や配合の状態が左右されるが督沼■な主体とした疎遠頚を合せな  

ぃ三稽疲の成満配合飼料に？いて検討し飼料配合の参考賢覇を得る云  

2．試験方法   
傲試鞠は外国系デカルゴ、試験開始までは一発貰市双飼料を給与した。  

（1）試験期間  

昭；和42年8月11日ユタ45年7月51日、55d日間，  

¢）供或飼料  

次表の配合静鋒を給与した。   

瓜11区と5区 

施2  2区とd区  

／ ＼ノ冤5  5区と4区   

供試飼料の記合割合  陶  

ノ佐 5   

トウテロヲシ（誌）   45．0  45．0  

j4・O1  2鼠0  21．5  

d．D   4．Q   0  

C   口   記 合 晶 各■  ¶ぅ1 ノ広 2  一              40．〇            マ イ ロ．（未）二．■・                輸 人 魚 冴                魚  荒  相    2，0    】大豆 豆 粕  15tO 】  11」0  】  1ム0   

落花生酒粕（ブラジル）   00 」  巨   乙8   6．0   

綿 実 油 粕   O I 2．0   2．0   

ルーサンミール   2．D   1．45   1．0   

炭  カ  ル   5．45   5．鼠5   5．45   

第三リンカル   2．8   15   2．4   
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0．5  

ク ミ ンA 工）5   D．1  

メ ミ ソ ロO   0．1   

ネ プ ール   0．05   

Ⅰ・メチオニン   0．1   0∴i  口．1       ．0．1  0．1        l  0．D5      」  0  l  D．  
計   10（〕．0  

0  ‡〉   ・17．51，   1747   

T D N   ‘5．52  

格（t当カ）   100．0  1□ 0．0                   17．44        d㌻る．24  dd．17              54・250円」  55．500  【 52，250   
飼葉型態と区飢 ケージ飼養で4ロロ入ケージ舎の中央エり西側を下図のエうK区分した。  

供試羽敬 一区一段1d羽苑二段計う2茅L総計＝2羽。  

調査項目 産卵価乙放と音量．質料の摂取量と賀来乳健康状馨、饉済性．卵質  

5．試験の茫尭と考察  

叶恵卵状態は奉直ともk2月草月にわたってコリ－ザ症状を呈し部分換羽を発生したために産   

卵が低下した。↑ン亭イ達郎葦でノ芯2飼料がもっとも良く彪5、瓜1はほゞ同じであった。へ   

ンノ、ウネ、では彪二2，瓜さ，ノ砿1飼料の凋であった。平均卵貰は麒1，ノ檻2飼料区はほゞ同様で   

鹿5がや二i大きかったム   

蓮如同数（泉郷検軍政の）■は瓜2、属1、麒5め順であったが有意差吐認められなかった。  

・1日1羽当少産β腫はぷ2、・砿5・ノ左1の贋であった。・  

これ等の建都状態を表示すれば表（1）～伍）のようである。  

ー15さ－   



表（1）へソティ月別産卵率（％）  

5  4  5  d  7  平均  圭さ具2l“7 55占5エロ  
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■
」
り
 
．
一
ヽ
 
 
‘
ヽ
 
 

n
U
 
9
‥
 
0
ハ
 
 

J
O
 
■
b
 
5
 
 
 

7
．
 
4
 
5
 
 

J
O
 
′
〇
 
・
ム
ー
 
 

578I55．7  

51．7i5鼠5  
7ふ7l74フ  

ー
7
 
∩
～
 
．
．
4
 
 

2
 
2
 
2
 
 

′
O
 
J
O
 
，
0
 
 

7鋸＝7エ8l胡汐Id92  

751】74  こ ‾ ・・う  
73.0 i 61.9 

8
 
8
 
 

0
U
 
 
■
1
 
 

J
M
 
 
‘
）
 
 

2
 
 

′
0
 
 

582岩5Zd】555を引．ロー  

嚢伍） 平均卵嚢の月別状況（タ）  
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表側）平 均 産 卵 個 数  

2t8  20d   12    2  い  4  5  d  7  平均 11d．□  21．5  22．4  さ1るd  122  185  1ス8】  14夕  155  205  21．7  155  11．0  1鼠1  21・0！  200  20d  2声t2】  21．0  22．章  159  11．6  18β   n 194  1エ5  118・1  22B占    22．e  1148  155  1鼠7  21．5  ≡用8  190  25父4  22A  2■】．5  ’1dβ  12？  1鼠ロ  21．d  ■182  195  2545l  228  22．1  蓼258  152 12」ら  1鼠d 19．5  21．5  1RO  蓋1鼠5   l 25d9      15．2    1鼠5  185  17：5  251．口  1鼠2  194  125  122  1ス2  1チ8  1又1  205  224血  2（〕5  1茨9  15夕  12d  185  1鼠d  1187  18β  22ス5  ！をし  なし  なし  lなし  なし  なし  なし  なし  なし   

江 平1朝藍卵伯敬は乗却検定後の数値である。  

表伍）季節別痙卵個数の比較  

5  ‡ 4   有意差  
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産卵数  

個轟±  

70．91598 t  

12．5 竜 94  

5R■卜 喜 dO．0！  

d－－7月  偏差±   1鼠2  4．d   】12～2月    18ム】2D．d  春  季  産卵敬  4鉦卜血  5～5 月  偏差±   ‖ 21．4 14．4  宮  季  産卵徴  50．4■  5鼠8            全 ■■朋  産卵数  22d．0  25t2  55d日  偏差±  5畠ム152・2  
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先払）1日1羽当少産都府  （Jl  

区分i8月 ≒ 9  
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¢）飼料のj箕取照と畢凍寒   

飼料の三寛散発は秋季から冬季に多く春季把低下した。これは各区に同じようであって年平凋   

で吐ぷ2飼料がもっとも多くメ左5、必1辟料はほゞ同じであった。1日1羽当りの飼料摂取嵐   

は衷け）のようである。飼料要求率はノ佐2、ノ拓5，ノ佑1（D憶であって表示すれば衷（かのようであ  

る。  
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題詠状惣徳2月天こ少コリーザ票状蕾享各区とも発生し．チオフニニコールの5日間隔2同  

設与にエカ国復したがなかには1紛摂取なったものがあったがその他の期間に惜別の区間の  

差異はたかった云爛，生存諷競漁刑責は（9），（10），（11）のようである。  
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表く1Lり 残 存 率 ％  

97る・971    9る5   95．7  95・1】   

9占7 958  952   94．7   942：  95ム   

竺」9る5  9ふD  門5 95工l  

l      95フー94タ  94A  9ム0  95J5  2 羞5i            b                                       984 97：2  9る．4  95．8  95．1    97119d．1  95．4  94夕  94A  959i   
タス0 9d．1  95A  945  95．8  t95．2   

100   9見る  9汲5  990  988   98占  ・9851979  97．4  9d8  9る5  95タ   
．1l  10Q．10町1叩・卜叩0    9？5  5  

妄均．l  1POぎ100川口．」9鼠0 半0ト…0・19鼠5    98』 】，鼠〔  2  10ロ！100       d  1口0  1DD      平均  聖⊥  100  9鼠9 P鼠0  98．J   
5   1〔＝〕  10D  クま9皇9B9  ！98』  4  1叩  1甲  1；：9い；：5  恒 L竺  平均  100  1（〕0   

衆く11）餓死約の病類別表  

矩  「T哀蒜  謳官 主 卵管炎  肝自血   
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伍）卵質調禿   

各区云個の卵あ卵質を5月と7月忙加冠した應果は衷（1Z〉，（15）のようである。夏季は春季   

よ少卯資は低下した。  
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表（1砂 卵  質  

測定白  区∴別   血斑  肉 斑   
卵黄 高さ   

J5．5．27   0  1鼠8  

0  20．7  

20．2  

ロ  195  

8  20．0  卵葛 し（の  1ダ」－ス 当卵重 輌†  犀F旨Z） 高さ  ハウユ伊牒 ，こ，トl厚さ   卵黄 色            口  d2．2  ●  エ0  85．4 81．2  54．0  8．5芦  0       5  d5．0  2る．7  d．7   54．0  8．0  D       平均  d2．d   2d．5  d．8  H  82．5  54． 要5d・7  82 8．0  0 0  」リ     2  59二5  25．2  5、d  174．2          d  ld2／7  2d．5  d．5  799  55．0  ス0  0       平均  u idl．1；25．8   d．0  7ス0  55＿8  ス5  0  0  1鼠7   5 4  
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平均   …：： d2．222d．5  
トi ；≡巨…：；    5．7   

L＿＿．  

5．1  
≦ム0   Oj18.ljjjjj d2．D  2ム7  5．0  d7d  52，7  ス0  0  0．5  1鼠1  

表（橘卜春季と貫季の卵質の比敬  

血斑  内通   
卵黄   

高さ   〉ユ・  一卵設  淘紫        ■ト  ，厚さ  色      2．5  54．0  8．2  0  0  20．2  5．5  52Ji  ふ5  0  0．5  18．4  【88  －1．A  rt7  0  ＋0．5  －1．8   
0   0  1又7   ス0  55．a  ス5        5．2  50．d  d．2   

1．8  －5．2  ！－1．5   0  ＋0．5  －0．7   

8．4  55．5  l  0  05  1鼠0                   エ0  0．2  0  1又7  8．5  51．0  一ム0  0  D  18．1  ヱリ  ‾4．革  －1．0  －0．2  D  －1．d   
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6）窪 ！斉  性   

飼料0消・費克と邦の生産遼エぅその票王済性を比麗してみると表（14∴′（・jうの上うである。   

卯何は坂売価洛、て少．算ぎHした。  

責（14）飼料消禦董とその金額‘  

単 煽 ててDCタ）  飼科名   、＝－ ・一  
十■‾」‾TT「‾‾‾  

三  ▼＿⊥タ竺＿，1L＿．三三三聖  ■’‾‘‾‖‾▲二‾■   

金  ほ j  
一ト－－・▼・－・・‾‾‾“ 十川  

‥
且
 
 R5．55く．79 至  ；OG  

「㌔■云→；㌫†‾‾‾‘；‾占二1  アユ8l2・亭2や・1DO  
＿一一．→＿＿⊥－－＿∴－・一【  

叩一．皇2．5埠2・叩  82．ロう管4P ～  モ〉5．9  

月別平均夕眉 に  
こ・こ・－  

12 f■1   
＿●二＿＿＿▲■“－▼．．  

2 1 5  

！252．7日？り2イ§  2く尤5d1217．58＝8  

袋（叫〉 蜃漂潤超  カ  とその金成及びFプ  
当  

‥1二・・・：・  
別＋巨億  

壬二  

子機出石 ！ 金  ■ ◆慧  

‾  

一1‾■F「  

19ブ．81  

■t‾‾－ 

Ⅵ「“‾‾T‾  
明きア2・る5  

〕垂直工  

1さ．乙5J  

14′209 ≠ 8≡刀11．1         l  ノは 21  ＝汗．3  

82．15口．7   〟  11（；4．1C5．55 皇  ？ま8（さ  15894  

表（1カい収益く卵代一語精算）む比疇  

詞攣は単亘の安い滴咋したが，h卵胤生産彗の多い頂忙したがっているが嘘は飼料が安  

くて生産量の2位の瓜5、次にノ紅2、ノ佑1の旧であった。   

顆当少生藷飼料費も同じ旧て鰯1よ少5％－79らの差でノ広2、点5が良かった。  
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仏）総楕と考察   

成鶏患卵飼料として、†ウモロコシ40－50％、マイロ21．5～29％を主体とし押糠類   

を含まない三頂の飼料について産卵試験な行なったその結果を総括表で示すと表（1◎のようで   

あるが産卵数のキ姫では三毛宅典の飼料聞には有意差が認められ夜かった。卵質の状態は春季は   

良い状態であったが夏季にぉぃて低下した。供試した卯は春宮共同じ個体工少生産されたもの   

でぁるが、このエうに夏季払おぃて低下するのな防止するため把はj已合の内野を蛮更す・る必要   

があるのが、らるいは肝特機能の低下による吸収作用の低下にエり出現す争現象で飼料の配合   

によっては防止しえ夜いものモのか判明しないが、雷の卵質低下防止は飼環管理全役よぅ考慮  

されなければ薇らないと思う。  

責（咽〉 成果の総托牒  

科  

首首盲◆T両  

飼          ：：函 

∴∵∴：∴；ミニニ  

偽 窮 状 態  謹  済  性   

残存率  

i？22  

産卵性拡つぃては窯卵故につぃて有意違は認められなかったが産卵諷飼料袋凍寒等は彪2、  

飼料が良かったが糧儲惟では単価の憩ぃ麒5、飼料が良ぃ結果となった。  
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